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はじめに

平成 19年 7月 16日海の日の午前 10時 13分、新潟県中越沖を震源とする最大

震度 6強の地震が発生し、東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所が立地する柏

崎市と刈羽村を中心として多くの人的被害や家屋、道路等の被害が発生しました。

地震直後から柏崎刈羽地域は停電、断水、都市ガスの供給停止などが生じました

が、柏崎刈羽放射線監視センターでは一部分析機器の故障等があったものの常時

監視機器に被害は無く、センター及び放射線自動観測局全局に設置した自家発電

機の運転により、県のリアルタイム放射線監視データを欠測なく県民の皆様にお

知らせすることができました。また、供給できなくなった化学分析用の純水は新

潟市の本所から運搬し、臨時調査試料等の放射性核種分析についても半数ずつ分

担して測定するなどバックアップ体制も十分に機能しました。地震の影響で発電

所 6号機からは放射性物質が海に漏れ出し、 7号機の排気筒からも放射性のヨウ素

や粒子状物質が放出されましたが、幸いにもそれらは極微量であったため環境へ

の影響はありませんでした。当センターでは監視を強化し 24時間体制でモニタリ

ングを実施するとともに、風評被害対策としての農畜水産物、海水等の放射性核

種分析や発電所に立ち入っての状況確認を行うことにより、原子力発電所による

放射能影響は認められないことを確認しました。これらの結果については県から

の報道発表や新聞折り込み、ホームページ等で公表したところです。

当センターの責務は、環境放射線監視調査を着実に実施するとともに、正確な

監視情報を速やかに県民の皆様にお届けすることにあります。中越沖地震に際し

ても、職員は自宅の被災も省みず直ちに登庁し、監視機器の保守とデータの確認

等を行いました。現在、発電所は安全性が十分確認されるまで運転を停止してい

ますが、稼働中と変わりなく職員は常に緊張感を持って業務にあたっています。

団塊世代の大量退職が始まり 、知識、技術を継承し発展させるための人材育成

が益々重要となっています。当センターでは、職員の能力向上のため、監視デー

タの変動要因の解析や最新の技術 ・知見を取り入れた分析 ・測定方法の開発など

の調査研究を実施していますが、これらの成果は監視調査結果を適切に評価する

ためにも役立っています。

このほど、平成 19年度の業務及び調査研究の成果をとりまとめ、新潟県放射線

監視センター年報第 6巻を発刊いたしました。ご高覧のうえ、皆様の忌憚のない

ご意見、 ご教示をいただければ幸いです。

平成 20年 12月

新潟県放射線監視センター所長

山崎興樹
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